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1　は　じ　め　に

宮城県内のトマトの栽培面軌は200haほどで．そのうち

夏秋栽培が約8割を占める。セル成型苗は，平成元年

（1989年）頃から利用されはじめ，育苗の省力化を目的に

普及が拡大している。現在は，セル成型苗の購入後に一度

ポット上げし，草勢の安定する第1花房開花期境に定植す

るのか主流である。しかし，トマトの本圃直接定植は，省

力化の有望な手段であると思われる。直接定植は初期生育

が良く，筆勢のバランスが崩れて過繁茂になったり，低段

花房の着果不良と奇形巣が多発することなどが指摘されて

いるが，初期の活着の良さ，生育後半の草勢の維持が比較

的簡単なことなど良い面もあると考えられる。トマトの省

力化栽培についは，他にも整枝方法日．施肥改善2）などの

検討がなされている。本報では，これまでの栽培様式に近

い方法で栽培することを目的とし，直接定植に適した整枝

方法について検討した。

2　試　験　方　法

試験区の設定は表1に示した。対照区は主枝1本仕立て

とし．主枝1段摘心側枝1本仕立て栽培については主枝の

着果を確認後，果房上の2枚の糞を残して摘心し，第1花

房の下から出る側枝を主枝がわりにして1本仕立てにした。

供試品種は　■桃太郎▼　の白根商を用いた。播種は，セル

成型乱対象区ポット苗とも1996年4月6日に行った。定

植は，セル成型苗が1996年4月26日，対象区ポット苗は，

12皿ポリポットに鉢上げし，育苗した後，同年5月27日に

行った。

載積様式はベッド幅120cm，通路80cm，粂間50cm，株間

40cmとし，2本仕立ての区については株間のみを80CⅡlにし

た。株間40cmで栽植本数はa当たり250株とした。

基肥はa当たりセル成型苗定植区で窒素，リン軋加里

は成分で1kg，対照区は成分で2kg施用した。追肥の開始

時期は通常の栽培と同様に行い，総施肥量で，2．8kg／aと

した。

セル成型苗の育苗には200穴角トレイ（1穴：2．2×2．2

×4．4cm）を使用し，育苗培土は，セルエース（180叩／ゼ

の窒素を含む）を用いた。

3　試験結果及び考察

セル直接・主枝1本仕立てでは，対照区に比べ各花房と

も節間長が短くなった（表2）。茎径は第3花房まではや

や太く推移したが，第3花房以降に細くなったことから，

若里の負担から筆勢が弱まったと考えられる。開花は第1

花房が対照区より4日早く，第5花房が12日早い開花であっ

た。着果数は第3花房以降減少する傾向であった（表3）。

総収量は対照区より増加したが．良果収量は少なく，200

g以下の割合がやや多く，平均1果重は200g以下になっ

た。不良栗は試験区中で最も多く，空洞巣の割合が高かっ

た。これは初期の草勢がやや強いものの，果実肥大が始まっ

た第3花房開花期以降に着果負担によって草勢が弱まった

ためと考えられる。

セル直接・主枝1段摘心側枝1本仕立てでは，側枝の5

糞展築後に花房が着生するため，節間長はやや詰まった生

育であった。また，第1花房着生部の茎径はやや太くなる

が．第2花房（側枝第1花房）以降は，対照区と同程度に

推移した（表2）。

第1花房の開花は，対照区より4日早まり，第5花房で

5日早くなった。側枝を用いた栽培を行っても，収穫時期

はやや早くなると推察される。また，対照区，セル直接・

1本仕立て区よりどの花房も着果が安定し．特に第3花房

以降の着花が優れた（表3）。

良果収量は5区中点も多く，果実は200g以上の大玉の

割合が多かった。総収量は対照区より多くなったが，セル

直接・1本仕立て区よりやや少なかった。不良巣は直接定

植を行った区の中では空洞巣が最も少なかった（表4）。

セル直接・主枝1段摘心側枝1本仕立ては初期の草勢は

強いが，側枝を利用することで着果が安定するので草勢の

管理が容易であり，総収量，良果収量等から有望な整枝方

法と考えられた。

セル直接・主枝＋側枝2本仕立てでは，捻枝の有無に関

わらず節間島，茎径には差は見られなかった。

両区とも主枝と側枝の花房が10［］前後の間隔で開花した

が，基部捻枝を行った区は，捻枝を行わなかった区に比べ
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主枝，側枝の開花がやや遅れた。また，両区とも側枝の第

5花房の開花は対照区より3日～4日程度遅くなった（表

3）。

2本仕立てを行った両区とも果実の肥大が悪く，どちら

も対照区より着果が少なくなった。良果収星は対照区より

表1　試験区分

劣り，不良果が多かった。両区とも果実の肥大が悪く，全

果実の平均1栗東は，200g以下で対照区より劣った。こ

れは追肥等の管理を1本仕立てと同様に管理したためと思

われ，これまでの栽培方法と同様の管理では栽培が難しい

と思われる。
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表3　定植方法と仕立て方が開花日及び着果数に及ぼす影響

試　　　験　　　医
開花月日

第1花房　第2花房　第3花房　第4花房
着果数／着花数

第5花房　第1花房　第2花房　第3花房　第4花房　第5花房
ポット対照・主枝1本仕立て
セル直接・1本仕立て

セル直接・主枝1段摘心一側技
セル直接・主枝＋側枝2本仕立て上枝

側杖
セル直接・主枝＋側枝2本仕立て主枝

（基部捻枝）　　　側枝

6／4　6／15　6／24 7／5　7／16　3．2／4．5　3，5／4．8　3．1／4．61．5／4．0　2．6／4．4

5／31　6／7　6／15　6／24　7／4　4．1／5．3　4．0／5．3　2．3／4．12．0／4．71．2／4．3

5／31　6／14　6／22　7／2　7／113．7／4．8　3．1／4．7　3．4／4，8　3．1／4．9　2．6／5．3

5／31　6／9　6／15　6／23　7／4　3．7／5．0　3，9／4．9　2．7／4．9　2．9／4．51，9／4．5

6／13　6／21　6／30　7／9　7／19　2，9／4．5　2．7／4．31．9／4．9　2．5／5．21．2／4．9

6／2　6／10　6／21　6／30　7／113．3／4．7　3．5／4．3　2．3／4．11．9／4．31．5／2．5

6／14　6／22　7／3　7／12　7／20　2．6／4．13．2／4．6　2．4／5．6　2．1／4．71．0／5．4

表4　定植方法と仕立て方がa、1たり収垣と果実に及ぼす影響

良巣内訳
】00g以ヒ

珊g末那師g以上

（個数）（k）（95）（錆）

試験区

プット紳・主酎射ほて　　　3288　694．0　58．2　41，8
セル直接り枇立て　　　　　2330　614．5　57．7　42．3

セ／増援・主削岩粗い舶　　　3303　699，8　46．6　53．4

セ′痛接・主枝十鵬2本仕立て班　2778　574．5　50．5　49．5

セル直接・主任＋2轍立て（基経削　2692　535，3　46．153．9

不良巣　平均1果垂　　　　　　　不良果内訳（％）
全果実　良果　良果　小栗　空洞果千十・ノ乱形実川沌　病果　その他

ク果

総収員

Ⅷ糠Ⅷ注．良果：100g以上での奇形，病気等の
内訳はすべて収穫個数で算出した。

4　ま　と　め

○のもな 果良不 100g以下の小果，その他販売不可能な
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